
って,東南アジア諸国では, しばしば政治が経済に優

先するO

ともあれ,/本意は,なぜタイが東南アジア諸国J)な

かで堅実な経済成長をつづけえていろかに答え,17)たi')

め,量 もす ぐれた研究であるO わた くしこま,タイ経済

についての文献として本書を推賞する｡ (本間武)

Komando Operasi Tertinggi : "Madju

iersu.･････Pantangmundur!"Diakrta 1964.

XI÷249.

本 書のサブ ･タイ トルは KisahpendakianPun-

tjakSukarno (スカルノ峰の記録)とされ ている｡

これは,1963-64年におこなわれた日本 ･インドネシ

ア合同搾検隊に よる西イリアン中央 高地の抹検およ

び,スカルノ峰 (旧名 ･カールステンツ峰5030m)塗

]鄭こ闇するインドネシア側の公式報告書であろ｡

この探検隊ujEj本側名称は,京都大学西イリアン学

術探検隊予備踏査隊であり,加藤泰安隊長以下,iJ'(都

大学を中心とする10名の隊昌により構成され,口本側

巨億団体は,涼都大学生物誌研究会であるOインドネ

シア側 では,EkspedisiOperasiTjenderawasih

(ゴクラク烏探検作戦)とよばれ,最高指揮者はスカ

ルノ大統領であり,直接のjLj_当機関は,本書の編集lzlj

版をした組合作戦本部であった｡

ついでながら, インドネシアでは -ユ--ギニアを

Tjenderawasih(ゴクラク烏)の形にたとえてお㌦

ヘールフィンク湾は現在では,チャンドラワシ湾とよ
ばれている｡主要な地名の多 くは,インドネシア流に

改名されているので,インドネシアの酉イリアン関係

U_)文献を読む場合には注意が必要である｡

本書のタイ トル ･madjuterus-.･-Pantangmun-
dur!/は ｢前進あるのみ･･･.･･退却はゆるさずO｣と訳さ

れるo これは,探検隊のうち登山虹が悪天侯にはばま

礼,スカルノ峰登頂があやぶまれていたときに,大統

領よりベース ･キャンプにむけてうたれた無電の又よ

りとったものである｡このことよりも,考えられるよ

うに,インドネシア政府の本探検隊-Jj熱レ)いれよう

悠大変なものであったO解放後,これといって明るい

ニュースがなかった酉イリアンを国民に対 してアッピ

-ルする絶好の手段として, 今回o_)探検隊が用いら,iL

たわけであるo したがって,本書C/)ところどころ,

∴二登山班の記録のなかにはナショナリ71テ (.ツケ工

汁.格があらわれる｡インドネシア政府に三一)ては,守

回の抹検の第一しっ目標はスカルノ峰-登頂す:こことて

おE),学術調査は第二義的なもC/)であったLらしいか,

これ.'ま独立まもfi:い若い吊として･:i.1W_rl!.からぬこ!∴二
せねばなるまいノ

さて,本探検隊･J)インドネシア側隊日はA.Hamid

隊長以下45名であり,登山虹 ･無電此 ･護衛兵のほか

に,地形学者 ･地質学F''r･気象学者 ･文化人類学君 ･

動物学者 .植物学者 ･軍医 ･映画技師によ己)構成され

ていた｡fニー木 ･インドネシア双方とも,全隆昌は登山

班と科学班にわかれ,各々の班は別々に行動した｡

本探検隊の主な目的とした探検ルー トは,パニアイ

湖畔cr)エナロクリより,ビオガ部落,スカルノ峰にい

たる,ケマブ-河,ロ-フアエル河上流にそった地図

上の直線距酢 こして,東西 150km におよぶ標高1500

m 以上レ)山岳地錆 である｡ このルー ト山一一都 は,

1938年オランダの LeRouxを陳長と-~主∵:,l一山:Lli学棚 究

横隊と重複しているが,その他現 出或は科学上の処女

地をカバーしているOた上幻ま,木探検隊の接触 した

部族には,カポーク族 ･モニ族 ･西特ダニ族 ･ウフン

ドニ旗があるが, このうら民族学的モノグラフがあら

し刃ま,パニアイ湖畔のカポ-ク族のみて,(+)との諸郡

族についての調査は,ほとんどない｡

本書の序文には,スカルノ ･スバンドリオ ･セニ睦

侶 ･ボナイ西イリアン総督が辛をつらねている.前半

J)第一郎･.霊,豊山班 U)行動記録およびスカルノ蜂登頂

記録よりなる｡ こし)うち,エナロクリよりビオガ部落

.'=いたるE]記体U)行動記録は,信頼するにたる紀行や

地図U)なし､ニレ刃山域-入ろう上するも紺 二ヒってほ,

手引きとして使用し吊る情報を合んでいる｡

後半の第二部･ご三,科学排の行動記録 ･地形地理学 ･

気象学 ･地質学 ･植物学 ･動物学 ･植物生過半 ･住民

J)居住分布 ･住民の杷し吊犬態JI)各章よ吊∴ ､てい :/I,｡

各章･は数ページよ い卜数ページ〔]:)短い論文よりなる予

報的性格のiJL)でLi;'るが,探検終了後,数カ月にして
本書をJtJl版 したことここは敬服せねばなるまいJ

自然科学:=う土い,て､･たしには正当な評価はでき7'J

いが,本書のうち巌 も抗要な部分U)一つは,地質学い

章でLi/)ろうO バ ンドンし現出質研究所からは所長以下,

3名C/j地質学者が本探検隊に参加 し,インドネシア側

科学苫J)うち地質学省たちが最 も精力的に調査,TIして

･∴｡ し封 ∴二言lルー ト;:そった地質図かつ:jj,れてい
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るが,スカルノ連峰北側の地員調査はこれがはじめて

であり,L肌厄南側に関するオランダ人の業績とあわせ

て,ニューギニア背稜山脈の構造の解明に大いに役立

つにちがいあるまい｡

また本探検隊は海岸の熱矧嘩雨林, 中央 高地の森

林,森林限界をこえ氷河の上にいたるまでCJL)さまざま

な環境を経験 しているため,植物学 ･植物生態学の章

は専門家にとって熱錨における植物の垂直分布に関し

て興味ぶかい資料となることであろう｡

西イリアン中央高地における,最 も興味ぶかい問題

である山地パプア族の文化人類学的研究についてのイ

ンドネシア側隊員の見解が,本書に見あたらないのは

残念なことである｡

現在,インドネシアではオランダ人の手になる過去

a)西イりアン研究の業績をアレンジして,インドネシ

ア語論文で紹介することが盛んであるが,本書はイン

ドネシア人の手による西イリアンの現地調査記録の最

初として大きな意義をもつ｡

今回の探検ルー トが,未探検地域であった地帯を多

く含むことよりして も, 予報的性格の本書 のみでな

く,インドネシア側各隊員の専攻分野に関する本報告

が,国際的学術雑誌に発表されることが望まれる｡

なお,京大側の公式記録は,｢西イリアン中央高地｣

ur〕タイ トルで本年中に,生物誌研究会C))手により出版

される予定である｡また,資料盤理がすみしだい,良

虫学 ･地質学 ･民族学に関する英文報告が京大側隊艮

により山されるであろう｡また,本多勝一一 ･藤木高嶺,

｢ニューギニア高地人｣(1964年)に今回の探検で明ら

かになった民族学的考察が含まれている｡(石毛直道)

肋 laysianSociologicalResearchInstitute

(A nonprofitorganization):ZNTISARZ(The

ResearchQuarterlyofMalaysia),Singapore.
γol.Ⅰ,No.1-γol.ⅠⅠ,No.1.(発行年月不明)

マレーシアU)シンガポール,クアラ ･ルンプール,

ペナンに は, Malaysian SociologicalResearch

Institute(MSRI) と呼ばれる]う二務所があるO それ

は,余り目立った存在では ないから, マレーシアに

3, 4カ月 滞在 して も, つい見逃 し易い｡ MSRIが

1961年に発足 してから,まだ余 り年月 もたっていない

せいかも知れない｡ しかし,MSRIの刊行物は,マレ

ーシアのすみずみで,どのようなことが社会問題とな

っているか,J-r理解する上に便利であり,マレーシアU)
知識人や蓄年の間で可成り注目されている｡その主要

な刊行物の一一一つ が,季刊雑誌 INTISARIである｡

Intisariとは,サンスクリットに語源を持つマレー

語で, ｢本質｣とか, 月｣二物の核心｣という意味の言

葉 らしい｡つまり,季刊誌 INTISARIの目的は,マ

レーシアの現実を直視 して,その現実に生ずる諸問題

の核心を理解 しようとする点にある｡編集者はSbirle

Gordon女史で,主要な執筆者はマレー人の知識人で

ある｡掲載論文 も,詳細な脚百三をつけた力作が多いO

第 1巻第 1号は,既に品切れで,残念ながら,筆者

はそれを手にすることは出来なかったが,マレーシア

の複数社会におけるイスラム教cJj位置を多角的に検討

するという問題を 中心 とした 論文が 掲載されたらし

い｡第2号は,マレー人の土地所有U}fEり方を中心に

した特集号で,｢マレ-農民の零細化と耕地の細分化｣,

｢マレー人の土地保護法｣,｢協同組合運動｣,｢Puasa

(断食)の月と経済活動｣など,いずれもマレーシアの

社会問題の核心をえぐるような論文を載せている｡弟

3号では,イスラム教と adatに関する二つの慣習法

の関係,対立,統合を主要テーマとする特集を行なっ

ている｡イスラム法と adatに基づ く二つの社会的な

JJの矛盾,対立,混渚の理解は,マレー人社会構造の

基底的な諸問題を理解する鎚であることは,周知のjJi--

実であろう｡第4号 も,第3号と同じ問題をモチーフ

としていて,土地相続,断食の慣習やその他の等'岬Tjを

中心に イスラム法と adatの関係を論じた論文が 多

い｡第2巻第 1号の主題は,教育と言語に対するイス

ラム教の影響であり,｢コーラン塾のマレー人の子供｣
｢マラヤの イスラム教教育｣, ｢農民 とイスラム学校

(pondok)｣, ｢マレー語 とアラビア語の関係｣など,

いずれ もマレー人社会を理解するのに主要な問題ばか

りである｡

以上の季刊誌o)発行uj他に,MSRIは,｢マレーシ

ア人｣によるマレーシアの研究書を発行 し,隔月には,

上記に挙げた諸聞題を一般の人にも読み易 く論 じた

機関紙を英語,(Seed),マレー語,(Benih),中国語

(Chungtze)の三つの言語で刊行 している｡これも興

味をひ く多 くの論文を掲載 している｡

｢マレーシアの中国人｣, ｢マレー人とは｣, ｢ムル

ト族｣, ｢マレー人の起源｣,｢農民と zakat｣, ｢南イ

ンドとマラヤ｣, ｢マラヤのネブリト族｣, ｢村落 レベ

ルのマレー人と中国人｣,｢マレ-人特別法｣などマレ
ーシアの現実の理解には,一一度は読むに価する論文ば

かりであろ｡ (口羽益生)
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